
【湧水水域の活用の想定案（一例）】 

「波消しブロック」などで湧水水域を隔離、確保 

⇒「箱庭」ならぬ「箱海」として･･･寄り藻の除去などその水域を手厚く管理していく。 
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平成２４年度「中海の海藻刈りによる栄養塩循環システムモデル構築事業」（両県連携事業）の概要 

 

島根県環境政策課 
プロポーザルを実施し、審査の結果、平成２３年度と同じ２事業を継続して採択した。 
 １ 提案事業の概要 

 ＮＰＯ法人自然再生センター 海藻農法普及協議会 

システム概要 
（海藻の肥料化） 

漁師 ⇔ センター →  肥料メーカー → 農家 

     

           農家 

           

  

 

 

 

 

 

 

協議会（漁師含む） →  肥料メーカー 

 

   →  販売代理店  →   農家 

特  徴 センターの依頼によって、漁師が漁船を使

い手作業で回収を行う。 

 海藻の乾燥に費用がかかるので、乾燥させ

ない生海藻の肥料使用を増やしていく。 

 ダイバーとポンプを使用し大規模に海藻の

回収を行う。 

 乾燥技術開発により、ロスの少ない製造シス

テムをつくり、海藻肥料を量産していく。 
H23 回収実績 １６８ｔ １７５ｔ 
H24 回収計画 １２０ｔ １７５ｔ以上 

 
２ 平成２３年度事業における課題及び平成２４年度の改良点 

 課 題 自然再生センター 海藻農法普及協議会 

海 藻

の 回

収 

回収コストの引き

下げ 

傭船料を引き下げ、海藻買取単価を引

き上げる。 

作業の効率化を進めることによって回収

コストを下げる。このため、小型台船及び

小型運搬船を導入。 

海 藻

の 製

品化 

製造工程の効率

化（乾燥等） 

乾燥肥料だけでなく、生の海藻も肥料

として製品化する。 

乾燥時間を短縮する装置の開発、およ

び乾燥率の低い肥料の開発。 

海 藻

の 利

活用 

利活用の拡大 生海藻の引き受け先の確保 

 →農家に生海藻使用法を指導し普及

啓発する 

地域ブランド化が必要 

 →海藻肥料を利用した特産品栽培の

推奨 

 
３ 県の今後の取り組み 

（１） 平成２４年度の取り組み 

各事業者の課題解決への取り組みから、課題解決の手法を検討していくとともに、システムモデ

ルの実現可能性を検証する。 
（２） 平成２５年度以降の取り組み 

○提案のシステムモデルの実現に向けた具体的支援施策の展開を検討。 
○海藻回収システムを構築し、取り組みを拡大していく。 

＊生海藻の場合 
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米子湾流動等調査について

平成24年7月10日

国土交通省・鳥取県・島根県

（第５回中海の水質及び流動会議 資料）

① 米子湾の流動観測調査を実施（短期連続観測）

②調査結果を基に流動解析を行い、数値シミュレーションモデルの精度向上と妥
当性の検証を行う。また米子湾を中心に流動等の知見について整理

流動、流入河川水質、底質
影響などの「見える化」

③ 流入河川の水質や底質を含めた総合的な調査
を実施

米子湾の汚濁傾向をわかりやすく整理
必要な取り組みを考察

米子湾の水質と流動についての検討

H24

可能な取り組みから実施

成果イメージ

米子湾：水質は改善傾向にあるものの、他地点と比較して汚濁の度合いが大きい

監視体制強化の要望

第６期湖沼水質保全計画

H26
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2

① 米子湾流動等調査（現地観測）【新規】

【観測目的】

・現在の米子湾の流況を観測し、既存観測データと

関連づけて湖流を再現し、水質改善策を考察する。

【現地観測】

流向・流速、水温、塩分の強風時や出水時の湖流の

変化を把握するため、ＡＤＣＰ、水温、塩分計を設

置し、鉛直的な連続観測を行う。

・連続観測：狭義の米子湾入り口に１点、広義の米子

湾入り口に２点の計３点において、鉛直的な連続観

測３０～６０日間行う。

平成24年度調査

観測地点

3

② 流動解析（シミュレーション）【新規】
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ラインＡ 

ラインＢ 

ラインＡの鉛直層分割 

ラインＢの鉛直層分割 

【流動解析】

上記の結果と既存観測データを関連づけ、第５期

中海水質保全計画策定時の流動シミュレーション

モデルの再現性の確認及び精度向上

・代表的な流況による流れを上層・下層別に可視化

・測定ブロック毎の流量収支等の把握

・流動に応じた水質浄化対策の考察

平成24年度事業

湖水の流れを求める流動モデルは、水質モデルにおいて物質の移流・拡散量を
決定する重要な役割を担っており、宍道湖・中海において上層を淡水が流下する
とともに、境水道を通じて海水が流出入するという汽水湖特有の水理構造を考慮
する。

具体的には、水平方向を100m～1kmの不等間隔格子、鉛直層区分は塩分成層
を比較的よく表現できるσ座標系モデルを用いて13層に分割し、河川からの日々
の淡水流入と美保湾の実測潮位変動を与えるとともに、これらの水温・塩分の値
の他、湖面の熱交換による水温変化による密度変化を求め、さらには湖面に実測
の風を与えることにより、日々の流況を表現する。 

 
                   冷却 
             風           加熱    潮汐振動 
河川水 
         湖面摩擦 
         吹送流              潮汐流 
                     密度流 
       密度流 
 
 
       
        湖底摩擦      湖底摩擦 
       宍道湖  大橋川   中海     境水道    
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③-1 底質調査【新規】

【観測目的】

・湖沼水質への影響が大きいと思われる底質について、栄養塩の含有量や溶出量について調査し、

底質の状況や湖水への影響を把握する。

（中海全域で実施）

【調査概要】

4

平成24～25年度調査

H24年度
H25年度
（予定）

夏 秋 冬 春 夏 秋 冬

① 底質のヘドロ厚や性状等、底質状況の面的把握
調査

○

② 底質の栄養塩含有量等の柱状把握及び四季調査 ○ ○ ○ ○

③ 底質における酸素消費速度及び栄養塩溶出
速度の四季調査

○ ○ ○ ○

④ 底質からの硫化水素の発生状況等の四季調査 ○ ○ ○ ○

○ 底質調査地点

5

③-2 米子湾水質調査【案】

・今年度は、調整の年として位置付け、関係機関の協

力が得られれば、平成２５年度から実施したいと考

える。

5

【観測概要】

・調査地点は、中海の水質に影響を及ぼすと考えれる

公共用水域水質調査地点・流入河川等について行う。

・各調査地点において、水質調査日をできる限り合わ

せ実施する。

・流入河川等については、量の把握のために流量調査

を合わせて行う。

・水質調査項目は、調査目的、各地点の公共用水域水

質調査内容を勘案し、今後調整する。

米子市
測定項目：pH、DO、BOD、COD、SS、

大腸菌群数、全亜鉛、
塩化物イオン、透視度

測定頻度：年６回

安来市
測定項目※ ：pH、DO、BOD、COD、SS、大腸菌群数、全亜鉛、

n-hex抽出物質 、全窒素、全りん、健康項目
測定頻度：年１回
※ 地点により測定項目が異なる。

関係市の河川水質調査状況（参考）

【観測目的】

・流入河川、湖内水質及びその他の流入負荷源の水質

を調査することで、米子湾の流動に合わせ水質の現

状を把握する。

境港市
測定項目：pH、BOD、COD、SS、

塩化物イオン、透視度
測定頻度：年４回

松江市
測定項目※ ：pH、BOD、COD、SS、大腸菌群数、

全窒素、全りん、総水銀
測定頻度：年１回
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第３回「中海沿岸農地排水不良ワーキング・グループ」について 

 

１ 開催日時 平成２４年７月１１日（水）１４：００～１６：００ 

 

２ 出席機関 国土交通省中国地方整備局出雲河川事務所 

農林水産省中国四国農政局整備部 

鳥取県農林水産部農地・水保全課、西部総合事務所県民局、西部総合事務所

農林局 

米子市企画部企画課、経済部農林課 

 

３ 報告事項 

（１）中海沿岸排水不良地域の水路現況調査について 

 （２）崎津モデル地区の営農状況について 

４ 協議事項  

農地排水不良対策等について 

（１）崎津モデルほ場での工事残土等の受け入れ状況について 

   国土交通省、農林水産省、防衛省、鳥取県等から残土情報があったが、土質、受け

入れ時期、残土量等の問題があり、受け入れが出来なかった。 

（２）農振農用地区域の見なおしについて 

   モデルほ場を含め周辺の農地を農振農用地区域に編入し、土地改良施設整備事業等

の取り組みについて検討した。 

（３）弓浜農業未来づくりプロジェクト事業への取り組みについて 

   上記事業で、新たに耐湿性のある作物の試作を行い、新規作物としての導入の可能

性を実証する取り組みを検討した。 

 

５ 今後の予定 

上記協議事項を基に、 

（１）再度、中海の水位があがる８月中ごろに中海に出る排水路の状況調査を実施し、中

海の水位の変動による排水路の状況を調査する。 

（２）引き続き、「鳥取県西部地区建設発生残土対策協議会」の工事残土情報等を基に、地

元と協議・調整を図りながら、モデルほ場で活用できる残土の受け入れを進める。 

また、残土搬入した崎津モデル地区での営農状況等の調査を実施する。 

（３）土地改良のための事業化を図るために、農振農用地区域への編入について地元との

協議を進める。 

（４）弓浜農業未来づくりプロジェクト事業での「耐湿性作物の試作」に取り組む。 

   

   上記協議項目を基に取り組み、次回開催を年内に予定する。 
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中海沿岸排水不良地域の水路現況調査について 

１ 調査の目的 

  この調査は、第２回中海沿岸農地排水不良ワーキンググループで、農地の排水不

良は、農地の標高と地下水位の高さによる影響だけでなく、雨水を排水する排水路

や樋門の整備管理状況、排水口の土砂堆積によっても影響するのではないかとい

う意見があり実施した。 

２ 調査の概要 

 （１） 調査箇所  彦名・崎津地区の中海に流入している水路・・・９２箇所 

              樋門箇所は９５箇所（内個人の畑から２箇所、陸閘門１箇所） 

 （２） 調査時期  平成 23 年 8 月 24 日、25 日の 2日間 

 （３） 調査内容  鳥取県と米子市で現地調査を実施 

   ・樋門管理等に問題がないか、排水口付近の土砂の堆積状況を確認 

   ・樋門の整備状況・管理状況を確認 

・水路の整備状況を確認 

３ 調査の状況 

（１）樋門位置図 

（２）8 月 24 日～25 日の中海湖心水位は０．４７ｍ～０．６１ｍ 

（３）水路の状況写真 

①崎津団地３号橋から No.８４～（崎津承水路） 

      

②彦名水鳥公園側から No.２２～（彦名承水路） 
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